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牛久市教育委員会９月定例会会議録 

 

 

１．日  時  平成２９年９月２５日（月）午後１時３０分 

２．場  所  市役所分庁舎２階 第２会議室 

３．出席委員  染谷 郁夫・石井 美知夫・後藤 雅宣・芦田 亜里香・五十嵐 登喜子 

４．委員以外  教育部長            川井 聡 

の出席者  次長              杉本 和也 

      次長              飯野 喜行 

      教育総務課        課長  川真田 英行 

 指導課         課長  村松 美一 

放課後対策課      課長  吉田 茂男 

文化芸術課       課長  手賀 幸雄 

生涯学習課       課長  横瀬 幸子 

中央図書館       館長  関 達彦 

スポーツ推進課     課長  齋藤 勇 

国体推進課       課長  横田 武史 

教育総務課      課長補佐  富田 真幸 

教育総務課      課長補佐  戸塚 美幸 

指導課       課長補佐  山口 明 

文化芸術課     課長補佐  永沼 智子 

生涯学習課     課長補佐  山越 義弘 

スポーツ推進課   課長補佐  飯島 美博 

スポーツ推進課   課長補佐  飯島 章友 

国体推進課     課長補佐  高橋 頼輝 

５．欠席者   教育総務課   学校建設対策監    佐藤 孝司 

教育総務課     課長補佐  森田 明 

教育総務課     課長補佐  高野 裕行 

６．会議録署名人 五十嵐 登喜子 

７．議  題  議案第４７号 牛久市学齢児童生徒の就学すべき学校指定に関する規則の一部を 

改正する規則について 

議案第４８号 神谷小学校コミュニティスクール推進委員会委員の委嘱・任命について 

８．報告事項  報告第１６号 牛久市立学校設置条例の一部を改正する条例について 

        報告第１７号 平成２９年度牛久市奨学金の受給者について 
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教育総務課長 

 

 

教育長 

６２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

出席委員が、定数に達したため定例会の成立を宣言。 

 

 

皆さん、こんにちは。午前中は学校訪問ということで、三中と牛久一中を見

ていただきました。ありがとうございました。私は三中に行けなかったんです

が、今、何人かの方々にお聞きしますと、非常に三中も落ち着いていて掲示物

とかきれいだったというお話がありました。今日の牛久三中は先輩後輩がし

っかりしていて、先輩たちが後輩たちを育てるということを特によくやって

いる学校でして、かっぱ祭りのときの踊りもそうですが非常に育っているな

という気がします。授業を変えて学校を変えるということが非常に進んでい

るなと思ってうれしい限りです。 

また、文化スポーツ面も進んでいまして、この間市長さんのところに関東大

会の報告に来ました。市内の関東大会出場者が５０人ぐらい市長に報告に来

るということで、非常に頑張っているところも見られます。 

また、先日は記者会見がありまして、おくのキャンパス、この取り組みを記

者発表したんですが、非常に記者の方々も食いついておられるというか、興味

持っておられまして、すばらしい取り組みだということがありました。それか

ら、文化遺産の登録ということで、シャトーと甲州市の登録があったり、建設

のほうでは武道館の準備があったり、一中の体育館があったり、新しい中学校

があったりといろんな面で職員や各課動いている状況がありますので、また

関心を持っていただければと思っています。 

 

 

開会を宣言する。 

 

会議録署名人 五十嵐 登喜子 委員を指名する。 

 

 

議案第４７号「牛久市学齢児童生徒の就学すべき学校指定に関する規則の一

部を改正する規則について」及び報告第１６号「牛久市立学校設置条例の一部

を改正する条例について」は、関連する議案ですので事務局より一括して説明

をお願いします。 

 

議案第４７号「牛久市学齢児童生徒の就学すべき学校指定に関する規則の一

部を改正する規則について」、あと関連して報告第１６号「牛久市立学校設置条

例の一部を改正する条例について」、ご説明を申し上げます。まず、議案４７号

のほうですが、こちらにつきましては報告１６号であります学校設置条例、こ

ちらが新しい中学校の名称と位置を決める条例の改正になります。こちらが今
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教育長 

 

 

 

 

９月議会において賛成多数で可決されたのを受けまして、先日、通学区域審議

会のほうでご議論いただいて、もう既に答申はいただいておったのですが、こ

の条例の制定を受けまして新しい中学校の通学区域について定めるために今回

改正を行うものです。 

条文といたしましては、別表の第２というところに、中学校の欄の一番下、

南中のその次に「ひたち野うしく」というのを入れまして、通学区域を「ひた

ち野うしく小学校通学区域」ということで定めたところでございます。この定

めた経過につきましては、答申の際にも多少あったかと思うんですが、６月１

５日と７月１４日、この件に関しましての通学区域審議会を開いてご議論して

いただきました。通学区域については、事務局のほうから１つ提案といたしま

して、下根中学校区域内の中学生の数についてピークを３５年というふうに予

測しているのですが、そのときにおいて、ひたちの小区域内が４８１名、１５

クラス、中根小区域内が５８３名、１８クラスということで、どちらの学校も

１２から１８の標準規模の範囲内におさまっているというところと、あと今回

の新中学校の建設の用地がひたち野うしく小学校のすぐ隣であるという、ほぼ

同じ位置であるということを考えると新設されるひたち野うしく中学校の通学

区域はひたち野うしく小学校の通学区域と同じ区域とすることが自然であると

考えてこの案を提案させていただきまして、それをベースにご議論をいただい

たものでございます。 

結果、審議会のほうからは答申文といたしましては、この段階では仮称がつ

いておりますが、（仮称）牛久市立ひたち野うしく中学校の通学区域は牛久市立

ひたち野うしく小学校の通学区域と同じとするという答申をいただきまして、

ただ、議論の際に出た意見として附帯意見を付してという形になりまして、通

学路の安全確保や学校と地域との交流についてより一層配慮するとともに、移

行時期において兄弟姉妹での在学であったり、部活動への在籍状況などに応じ

た柔軟な運用を行うなどの配慮を願いたいという付帯意見がつきましたので、

その答申を踏まえて今回ひたち野うしく小学校通学区域をひたち野うしく中学

校通学区域とするという規則の改正をご提案させていただきます。 

なお、条例のほうにつきましては、先ほど申し上げたように２１日の最終日

におきまして賛成多数で可決されました。私のほうからは以上です。 

それと、報告第１６号につきましては、新中学校の名称と位置を定めるもの

ですが、今回それに合わせる形で岡田小学校、牛久第二中学校、牛久第三中学

校、これの位置の地番表記の改正を行っております。これ全て「何々番地の幾

つ」というような表記になっていたのですが、現在の表記ですと「何々番地幾

つ」という形で「の」が入らないというのが正式な形ということで、それに合

わせた改正を３カ所行っております。位置的なものは変わっておりません。 

私のほうからは以上です。よろしくお願いします。 
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教育長 

 

 

放課後対策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第４７号について出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

次に、議案第４８号「神谷小学校コミュニティスクール推進委員会委員の委

嘱・任命について」事務局より説明をお願いします。 

 

議案第４８号は、神谷小学校においてコミュニティスクール導入の準備会で

ありますコミュニティスクール推進委員会の立ち上げに際しての委員の委嘱・

任命についてであります。神谷小学校におきましては、校長先生より推薦を受

けた地域の代表者７名、ＰＴＡ関係者３名の計１０名について委嘱するととも

に、３名の教職員を任命するものでありまして、委員会の同意を求めるもので

あります。 

なお、参考資料としまして平成２９年、本日現在におけるコミュニティスク

ールの導入状況、各学校の進捗状況について一覧表にまとめたものを添付させ

ておりますので、ご説明させていただきます。 

牛久市教育委員会、放課後対策課としましては来年度末、平成３０年度末ま

でに市内１３の小中学校でコミュニティスクールを導入しようという目標のも

と準備を進めておりますが、その中でまず奥野小学校、牛久第二中学校におき

ましては今年３月１日に導入し、既に学校運営協議会が３回開催されておりま

す。また、岡田小学校と牛久第一中学校におきましては、今年度中にコミュニ

ティスクールの導入を目指しまして、既に推進委員会を各１回ずつ開催してい

るような状況です。その他の９校におきまして、８月末から本日までの予定だ

ったんですが、各学校を訪問しまして校長先生、教頭先生等と面会をさせてい

ただき、コミュニティスクールの導入手順等を説明させていただくとともに、

今後の各学校の予定等について確認をさせていただきました。 

その結果、今回神谷小学校において推進委員会の委嘱・任命についての議案

が上程されましたが、牛久第二小学校におきましては来月の定例会に同様の推

進委員会委員の委嘱・任命についての議案を上程すべく準備を進めているとこ

ろであります。そのほかの学校につきましては、それぞれの進捗状況というか

校長先生の意向という形で表記されておりますが、一覧表に示したとおりでご

ざいます。なお、南中学校におきまして、今日の午前中本当は面会の予定だっ

たんですが、急遽校長先生が休養になりまして２７日の日に面会をする予定で

おります。 

もう１点、参考資料としまして、もう１枚つけております「コミュニティス

クールの導入に当たって」というのは、各学校を訪問させていただきました際

にコミュニティスクールの導入手順等につきまして各学校に共通した資料提供

と説明を行うためにつけさせていただいているものでございます。以上、提案

させていただきます。よろしくお願いいたします。 
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教育長 

 

五十嵐委員 

 

 

 

 

 

 

 

放課後対策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

後藤委員 

 

 

質問等ありましたらお願いします。 

 

神谷小学校はたしか学校区の中、６行政区がかんで８単位子供会があり、そ

うすると、ここでかんでいるのが、ほとんどと言っていいか、神谷区にからん

でいろいろその役職とかは違っているんですけれども、神谷行政区に属してい

る人も複数人いるんですけれども、これってもし神谷小学校区にかんでいる６

行政区の区長なり代表者なりがこの中にメンバーとして入ってくるというほう

が望ましいのかなという気もするんですけれども、その辺はどうなんでしょう

か。 

 

まず、推進スクールの推進委員会の考え方なんですが、一応規則のほうでは

２０名以内ということで選出していただくような形をとっております。その中

で、実は学校長先生からのご意見としまして、「２０名以内というとなんか１５

名以上集めなきゃいけないよ」なんて別にその規定はないんですけれども、「１

５名ぐらい集めないとなかなかいけないんですかね」というご質問がありまし

て、一応事務局としては、考え方としては８名ぐらいからまず集めていただい

て、それ以上であれば開催していただいてもいいですよという考え方でいます。

というのは、推進委員会準備会ですので、まず準備会という中で中心となって

いただく人に校長先生にお声がけをいただき、また校長先生のお立場としても

１５名以上最初に集めるのはなかなか難しいんだというご意見もございまし

た。そういった中で、数としては７名、８名ぐらいで始めていただいて結構で

すと。それでそろった中で逆に集まっていただいて核になっていただく方を選

んでいただき、そういった準備会の議論の中で、こういう方にもぜひ地域の方、

すばらしい方がいるんで参加していただいたほうが今後のコミュニティスクー

ルをしていく中でいいよねというような推薦を受けた方に関して、随時推進委

員会として追加するのか、あるいはこの後学校運営協議会に移行しますから、

学校運営協議会のときに入っていただくかという時期の問題が別にありますけ

れども、そういった観点の中で委員の方を増やしていただいてスタートするの

がいいのではないかという考え方で今おります。 

なので、決してある人数が何人以下だからだめだとか、どの地区に偏ってい

るからどうなのかというのはなくて、まずは校長先生のご推薦をいただいた方

を推進委員会の委員という形で指名というか承認をいただきまして、そこから

議論を始めたいなと思っております。 

 

ほかにありますか。 

 

直接的にこの議案に対する意見ではないんですけれども、参考資料にかかわ

って１つお願いがあるんですけれども、まずはこの参考資料２つをつけていた

だいたので、日常行政に身を置かない４人の委員にとってもその状況がすごく
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教育長 

 

 

放課後対策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

芦田委員 

 

 

よくわかって、本当にありがたいなと感じました。それで、先行するおくのキ

ャンパスについて、同列にこの枠の中に１、２行程度で説明していただくより

は、これ急がないんですけれども、過去３回の協議会でどういう議論があって、

どんなふうに進んでいるのかというのをもうちょっと知ることができると、な

お今後それに続く学校に対しての意見というのも委員から出しやすくなるとい

うふうにちょっと思いますので、もしお時間がありましたらお願いいたします。

以上です。 

 

奥野小と二中でコミュニティスクールがスタートしたわけですが、どんなこ

とをやっているかちょっと委員の皆さんに伝えてください。 

 

実は各課の報告の中でちょっと触れようとは思ったんですが、第３回目の奥

野地区のコミュニティスクールの推進委員会が８月２１日に開催されておりま

して、そのときには７月に委員の方にもご参加いただきましたおくのキャンパ

スのお祭りの反省会ですとか、それからこの後報告の中でご説明させていただ

きますホームステイ等についての意見交換等がありました。ただ、今まで１回

目、２回目、３回目という中では、今ある既存の行事等を学校主導だったりす

るものをいかに地域の行事として一緒にやっていきながら、学校の負担感をな

くせたらいいよねという議論のもとに議論はしているんですけれども、まだま

だ始まったばかりで今ある既存の事業をいかに上手にうまくやるかということ

に時間が費やされました。ただ、３回目のこの間の議論の最後の段階で、髙橋

校長先生のほうから「実はおくのキャンパスにおける本質的な問題は、子供た

ちが今後減っていってしまって学校がなかなか存続の危機にある、そういうこ

とが根本的な問題なんだ」とありました。そういった中でそれの具体的な１つ

のあらわれとしては、子供たちが日中の場合９０人ぐらいしかいませんから、

部活動が個人競技はできるんだけれども、なかなか団体競技ができないような

状況で、そういった状況の中で今後二中の魅力を高めるために部活動をどうし

たらいいのかというのも１つ校長先生の問題意識としてはあり、そういうもの

を今後皆さんと一緒に考えられたらいいなというようなご発言がございまし

て、次回の１１月を予定しているんですが第４回目の学校運営協議会ではそう

いった内容、二中の魅力を高める上で部活動のあり方ってどうなんだろうとい

うことをみんなで議論をしようというような１つの流れになっております。簡

単ですが、以上報告させていただきます。 

 

ほかにありますか。 

 

実際、私がひたち野うしく小学校のコーディネーターをさせていただいてい

るところで、ちょっとなかなか聞きづらいというかわかる部分も多々あるもの

ですからあれなんですが、今現在の進捗状況を一覧で書いていただいて、全体
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放課後対策課長 

 

 

 

 

放課後対策課長 

 

 

芦田委員 

 

 

教育長 

 

芦田委員 

 

石井委員 

 

 

 

放課後対策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

的にほかの学校は皆さん前向きに設置に向けてのところで、牛久小とひたち野

うしく小はちょっと足踏みというか、この間実際に校長室で校長先生と交えて

お話をさせていただいたときにも、中根小の校長先生なんかのお話も聞いて考

えますというお話だったんですが、牛久小にしてもひたち野うしく小にしても、

もうちょっと時間を置きたい理由というのは何ですか。 

 

牛久小の校長先生もひたち野うしく小の校長先生も、この４月に赴任された

方で、なかなか地域の状況を把握しきれているという状況ではないというふう

に私どももお話の中で感じておりました。そういったことが背景にございまし

て、もう少し時間を置きたいというようなご意見をいただいたというふうに認

識しております。 

 

よろしいですか。 

 

はい、ありがとうございました。 

 

今、芦田委員のお話を受けたんですが、基本的に先生方来られたばかりとい

うのは非常にわかるところなんですけれども、教育委員会として、いつごろに

ということで大体の事業を組むようなことはならなかったんですか。 

 

一応、最初に申し上げましたとおり来年度、３０年度末までにコミュニティ

スクールになるということを目標にしてやっているものですから、コミュニテ

ィスクールのこの推進委員会の準備会の期間なんですけれども、半年から９カ

月ぐらい、長くても９カ月くらいかければコミュニティスクールになれるのか

なというふうにこちらでは思っておりますので、逆に言いますと来年度末に最

終３月に、３１年の３月になるとすれば来年度４月からの、第１四半期ぐらい、

夏前までぐらいに立ち上がれば遅くてもコミュニティスクールの移行には差し

支えないのかなということで、一応そういうような考えを持ちながら校長先生

と調整をしていきたいと思っております。 

 

議案第４８号について出席委員全員の賛成を得る。 

 

 

次に、報告第１７号「平成２９年度牛久市奨学金の受給者について」事務局

より説明をお願いします。 

 

報告第１７号「平成２９年度の牛久市奨学金の受給者について」のご報告申

し上げます。牛久市奨学金につきましては、昨年の１２月議会におきまして条

例の改正を行いまして、年額のほうを７万２，０００円から１２万円、交通遺
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教育長 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児のほうが３万６，０００円から６万円、対象となる要件についても若干変更

をかけたところでございます。それと支給回数をこれまで年１回ということで

１年間の在学を見て年度末に払っていたんですが、それを年２回に分けて払う

ということで、ことしから１０月と４月に支払いをするということで、１回目

の支払いが１０月に回ってくるということでございまして、今回受給者を決定

したものです。 

今年度の受給者につきましては、合計で３４名、そのうち新１年生として申

請されてきた方が１０名という状況でございます。それと交通災害遺児等奨学

金、これについては牛久三中のほうで１名というところで合わせて３５名とい

う状況でございます。金額につきましては、一般のほうが４０８万円、交通の

ほうが１名で６万円ということで、これを２つに割った半額分を１０月に支払

いを行うものでございます。以上です。 

 

何かご質問ありますでしょうか。奨学金が今回から上がります。 

 

１０月の支払いでは６万円分という形で、半分支払いです。 

 

教育民生常任委員会で、ある議員から交通災害遺児奨学金という名目ではな

くて、出捐している子がもっといっぱいいるんだからまとめてはどうだみたい

なお話が上がりました。あの辺に関してはどういう対応をしていますか。 

 

あの辺については、結局交通災害遺児等については小中学校に在学中に払う

奨学金です。一般のほうは高校へ行くために払うんで、もう等をつけて病死の

方のお子さんもということにしましたので、もっと広く広げたらどうなんだみ

たいなお話もあったんですが、結局在学中については、市としては就学援助制

度でセーフティネットを張っているという一面がありますので、そちらとの兼

ね合いで現況でという考えでこちらはお話しました。 

 

そういうことが議会でありました。よろしいでしょうか。では次に、何か委

員のほうから何かありますか。特にないですか。 

次に、予定価格１３０万円以上の工事計画及び予定価格１００万円以上の教

育財産の取得について、各課よりお願いします。 

 

生涯学習課 

１．平成２９年度中央生涯学習センター講座棟空調設備改修工事(２期工事) 

講座棟の１Ｆ調理実習室・美術工芸室・写真現像室・２Ｆ中講座室・小

講座室・会議室・和室・茶室の各講座室空調機を個別方式の空調機に入れ

替える。 

設計額：74,746,800 円(税込) 
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教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育総務課 

１．平成２９年度小中学校カーテン等購入 

現在、小中学校で使用しているカーテン等について、劣化しているもの

について下記のとおり買替するものです。 

牛久小（カーテン１枚） 

岡田小（カーテン２枚、暗幕３枚、カーテンレール１本） 

牛久二小（カーテン１枚、暗幕２枚、カーテンレール２） 

向台小（カーテン３枚、暗幕１枚 

下根中（カーテン６枚、） 

牛久南中（カーテン６枚、暗幕２枚、カーテンレール１本） 

設計額：1,529,344 円 

 

スポーツ推進課 

１．平成２９年度防犯カメラ設置工事 

牛久運動公園体育館防犯カメラ１１台の更新と屋外設置カメラ１台

の増設工事。 

主な設置機材 

１．デジタルビデオレコーダーカメラサーバ 

１６CH （HDD 2TB） 1 台 

２．赤外線ドームカメラ  7 台 

３．スピードドームカメラ２０倍  4 台 

４．ワンケーブルユニット ８ch  1 台 

５．２７インチ液晶モニター 1 台 

６．屋外用 全天候型赤外線カメラ  1 台 

７．ワンケーブルユニット 1ch 1 台 

設計額：4,569,480 円(税込) 

 

 

各課からの連絡がありましたらお願いします。 

（各課連絡） 

 

以上で９月定例会を終了します。 

次回の定例会は１０月２３日、市役所本庁舎第１会議室、１３時３０分での

開催となります。よろしくお願いします。 

 

 

 


